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３．プロジェクト実施にあたっての特記事項 

 
渡良瀬遊水地の利用者は増加傾向にあり、平成27年度の利用者はイベント等も含めて、約１１７

万人に達している。貯水池のカビ臭発生により、貯水池周辺の地域住民や、散策・釣り・水遊び等の

レジャー利用者にも悪影響を与えており、水質改善が要望されてきていた。本プロジェクトでは、カビ

臭を抑制することで、水辺利用者にとって良好な親水活動の場となるよう環境整備事業を実施し

た。 

ボートレース大会の様子 

周辺小学校の環境学習実施状況 

谷中湖でのカイトサーフィン 

点検放流(Ｈ29.5.30)と来訪者 

河-３ 利根川総合水系環境整備事業（渡良瀬遊水池） 
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利根川上流河川事務所 【平成2９年度 事後評価完了】 

 

４．プロジェクトによって得られたレッスン 

１）効率的な干し上げが可能 

干し上げを円滑に実施できるようになり、カビ臭発生の抑制・安定した水運用に寄与することがで

きる。 

２）親水活動の場として活用 

アンケートの結果、本プロジェクトで整備したカビ臭発生抑制対策により、人々が抱く貯水池に対す

る「臭い」、「見た目」、「親しみやすさ」の印象は、プロジェクト実施前より20%以上向上した。現在、来

訪者は増加傾向にあり、その概ね10%程度が釣りや水上スポーツ、環境学習などで水面を利用して

おり、親水活動の場として活用されている。 

 

 

５．考察 

【参考資料について】 

本プロジェクトの参考資料については、下記の関東地方整備局のウェブページでご参照

いただけます。 
 

参照URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000184.html 

 

本プロジェクトにより、カビ臭発生抑制を目的とした、干し上げに係る円滑な水位操作及び干し上

げ後の安定した水位回復・水運用が可能となった。 

３）水環境への関心 

アンケートの結果、貯水池20km圏の約8割の方々が本プロジェクトのような環境整備事業を重要

であると考えていることが分かった。 

 

 ４）コスト縮減の取り組み 

ポンプ設備改良により、排水ポンプ車を使用する必要が無くなったため、排水ポンプ車による排

水費用約7.5百万円を縮減することができた。 

 

 




